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ミライレンタルサーバ移行手順書

このたびは、ネストレンタルサーバサービスにご契約をいただき、誠にありがとうございます。本紙には、新
レンタルサーバ への移行手順が記載されております。内容をご確認の上、ウェブサイトの移行作業を行ってく
ださい。
また、管理画面内に管理画面操作マニュアルがございますので、あわせてご覧ください。

STEP 1 【移行支援ツール】旧MRS管理画面上で移行申請をし、移行支援ツールを実行する

STEP 2 【ウェブ】ウェブサイトのデータをFTPソフト等でウェブ領域にアップロードする

STEP 3 【メール】メールソフトに新旧アカウントの設定をする(メールを利用する場合)

STEP 4 ドメインのWhois ネームサーバ情報&Aレコードを変更する

STEP 5 メールソフトに設定されている旧サーバアカウント設定を削除または無効化する(メール
を利用する場合)
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STEP 1 【移行支援ツール】旧MRS管理画面上で移行申請をし、移行支援ツールを実行する

 移行申請を行うと、新サーバのアカウントが発行されます。
 管理画面情報が表示されているページにある「移行支援ツール」を使って、旧サーバからドメイン(ホスト)、Web

サイト、メールアドレス、メーリングリスト等の設定情報を新サーバにインポートします。
※ 重要 ※
移行支援ツールの実行だけで移行は完了しません。
移行支援ツールによって「移行されるもの・移行されないもの」については、移行支援ツール実行画面の表記
または本書の別表を必ずご確認ください。

▼移行支援ツール画面(旧管理画面)

※移行支援ツールを実行した後、新管理画面に、メールアドレス等がインポートされていることを
ご確認ください。
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STEP 2 【ウェブ】ウェブサイトのデータをFTPソフト等でウェブ領域にアップロードする

 新サーバの FTPサーバに接続し、ウェブコンテンツをアップロードしてください。
※新サーバ は PHPのバージョンを選択することができます。必要に応じて PHPのバージョンを変更してください。

管理者 FTP-ID ・パスワード 管理画面内：アカウント設定メニュー内に表示されます

領域ごとの FTP-ID ・パスワード 管理画面内：ウェブサイト設定メニューで作成・確認できます

 ウェブコンテンツをアップロードした後、必要に応じてパーミッションやプログラムの調整を行ってください。
 旧MRSにおいてデータベースを使用されていた場合は、データベースの管理画面(phpMyAdmin 等)からデータ

をエクスポートし、新サーバ側のデータベースにインポートしてください。

以上で、ウェブサイトの移行作業は完了です。
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STEP 3 【メール】メールソフトに新旧アカウントの設定をする(メールを利用する場合)

 旧サーバから新サーバに移行する際に漏れなくメールを受信するために、メールソフトに新旧 2つのアカウント
設定を行い併用して受信します。
以降の内容をご確認の上メールソフトの設定を行ってください。

※代表的なメールソフトの例として【Microsoft Outlook 2016】の手順を記載しております。その他のメールソフ
ト
の操作画面につきましては、下記のマニュアルページをご覧ください。

メール設定情報の確認 MRS-NX管理画面内：メール設定メニューで確認できます

①旧メールサーバのサーバ名を IPアドレスに変更する方法

1. スタートメニューの［Windows システムツール］一覧から［コントロールパネル］を選択します。
コントロールパネルで、「Mail (Microsoft Outlook 2016)」を選択します。
※ 下の画像と画面が異なる場合は画面右上の「表示方法」を[大きいアイコン]へ変更してください。
※「Outlook 2019」をご利用でも「Mail (Microsoft Outlook 2016)」と表示されている場合があります。
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2.「電子メールアカウント(E)...」を選択します。

3．電子メールアカウント画面が表示されます。
「電子メール」タブを選択し、設定を変更したいアカウントを選択して「変更(A) …」ボタンをクリックします。
※ バージョンによって、「メール」タブの場合がございます。
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4．「POP と IMAPのアカウント設定」画面が表示されます。
「受信メールサーバー(I)」に入力されている情報を、旧MRSの IP アドレスに変更し、「次へ(N)」ボタンを
クリックします。
※旧MRSの IP アドレスは、▼別表：「受信メールサーバ」に設定する、旧MRSの IPアドレス一覧表
でご確認ください。

5.「テスト アカウント設定」画面が表示されます。「閉じる(C)」ボタンをクリックします。
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6.「完了画面」表示されます
「完了」ボタンをクリックします

7.メールの送受信ができることを確認してください。
＜以上でメールの設定変更は完了です＞
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②新サーバのメールサーバのアカウント追加設定手順

※メールサーバ移行に伴い、Outlook2016 に同じメールアドレスを追加しようとすると、
「このメールアドレスは既に追加されています。」というエラーとなり、同じメールアドレスを設定することが
できません。下記の手順でアカウント設定を行ってください。

▼参考：Outlook2016 に同じメールアドレスを追加しようとした際に表示されるエラー

1. スタートメニューの［Windows システムツール］一覧から［コントロールパネル］を選択します。
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2.コントロールパネルにて「Mail（Outlook2016）」をクリックします。
※画面右上の表示方法が「カテゴリ」の場合は、「Mail（Outlook2016）」が表示されないため、
表示方法を「カテゴリ」から「大きいアイコン」もしくは「小さいアイコン」に変更します。

3. 「メール設定」画面にて「電子メールアカウント」をクリックしアカウント設定画面を開きます。
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4.「アカウント設定」画面にて「新規」をクリックします。

5.「アカウントの追加」の自動アカウントセットアップ画面が表示されます。
「自分で電子メールやその他のサービスを使うための設定をする(手動設定)(M)」を選択し「次へ(N)」ボタンを
クリックします。
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6.「サービスの選択」画面が表示されます。
「POPまたは IMAP(P)」を選択し「次へ(N)」ボタンをクリックします。

7. 「POPと IMAPのアカウント設定」画面が表示されます。

ユーザー情報
「名前(Y)」：メールを送信したときに、相手のメールソフトの「差出人」欄に表示される名前です。

お客様のお名前やニックネームなどを入力してください。
「電子メールアドレス(E)」：お客様の電子メールアドレスを入力します。電子メールアドレスは、

半角英数の小文字で入力してください。

サーバ情報 ※1
「受信メールサーバ(I)」：mail.お客様のドメイン名
「送信メールサーバ(SMTP)(O)」：mail.お客様のドメイン名

メールサーバへのログオン情報
「アカウント名(U)」：お客様のメールアドレス
「パスワード(P)」：お客様のメールアドレスのパスワード

※1 [POP3・ IMAPS]でメールを使用されるお客様は、以下のメールサーバ情報を設定してください。
「受信メールサーバ(I)」：ms01.sui.ne.jp

「送信メールサーバ(SMTP)(O)」：ms01.sui.ne.jp
入力後、「詳細設定」ボタンをクリックします。
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8. 「インターネット電子メール設定」画面より「送信サーバー」タブを選択します。
「送信サーバー(SMTP)は認証が必要(O)」にチェックを入れます。
「受信メールサーバーと同じ設定を使用する(U)」を選択します。

9. 「詳細設定」タブを選択します。

サーバーのポート番号項目にある「送信サーバー(SMTP)(O)」の数値を「587」に変更します。
設定後、「OK」ボタンをクリックします。



13

10.「POP と IMAPのアカウント設定」画面にもどります。「次へ(N)」ボタンをクリックします。
11.

11. 「テスト アカウント設定」画面が表示されます。「閉じる(C)」ボタンをクリックします。
12.

12. 「完了画面」表示されます

「完了」ボタンをクリックします。＜以上でメールの追加設定は完了です。＞
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 ここまでの作業が完了し、ドメインのネームサーバを切り替えるタイミングでメールのローカル配送を「有効」
に変更してください。
(移行支援ツールによりインポートされたメールアドレスは、ローカル配送「無効」の状態になっています。)

メールのローカル配送を有効にする MRS-NX管理画面内：メール設定メニューで操作ができます

 「状態」を有効にし、更新する。


※この操作を行わないと、外部からはメールが届いても同じドメインからのメールが届きません。
必ずドメインのネームサーバを切り替えるタイミングでこの操作を行ってください。
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STEP 4 ドメインのWhois ネームサーバ情報&Aレコードを変更する

 ネストレンタルサーバでドメイン管理を行っている場合は、管理画面上でWhois ネームサーバ情報を変更するこ
とができます。

ドメインのネームサーバを変更する 管理画面内：ドメイン管理メニューで操作ができます

ネストレンタルサーバ 以外でドメイン管理を行っている場合は、ドメインの管理をされている会社のコントロールパ
ネル上での操作か、管理会社に下記Aレコード情報への変更をご依頼いただく必要があります。ネームサーバを変更
する場合、お問い合わせください

※ネームサーバ情報を変更した後、DNS情報が他の DNSサーバに行き渡るまでには、数日から１週間程度必
要となります。DNSの情報が行き渡るまで、旧サーバにメールが届く場合がありますので、１週間程度は新旧メー
ルサーバで併行利用していただくことをおすすめします。

ｖ
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STEP 5 メールソフトに設定されている旧サーバアカウント設定を削除または無効化する(メール
を利用する場合)

 STEP4 から１週間程度経過した後、お使いのメールソフトにおいて、アカウント設定の削除または無効化を行
ってください。

※お使いのメールソフトによって、アカウントを削除するとメールソフト上の受信ボックスごと消えてしまう場合が
あります。お使いのメールソフトの仕様については、開発元サイト等でご確認をお願いいたします。

以上で、サーバ移行は完了となります。
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＊STEP1 の移行支援ツールボタンクリックにより下記の通りデータが移行されます。

移行対象 移行できるもの 移行できないもの

メール
※1
※2

・メールアドレス
・パスワード
・MRSで登録された設定
(転送,受信拒否,自動返信,
メール通知,迷惑メールフィルター)

・メールパイプ
・サーバ上のメールスプール

ウェブ
※3
※4

・ウェブ領域の設定
・ SSL/TLS サーバ証明書
・ SSL 用 URL

・ウェブコンテンツ
・ウェブ領域に設定した FTP-ID
・アクセス自動振り分け
・エラーページカスタマイズ
・アクセス制限
・ FTPアクセス制限
・無料ログ解析

ドメイン

・DNS サーバへのドメイン追加
・MRSで登録されたホスト情報
(A,MX,TXT,CNAMEレコード等)の
登録

-

データベース
※5

-
・ PostgreSQL のデータベース
・MySQL のデータベース

開発支援 - ・ CRON設定

簡易CGI プログラム
※6

-
・カウンターCGI
・メールフォームCGI

※1 メールソフトで送受信をされるお客様は、メールアドレスごとにメールソフトの設定変更が必要です。
※2 新サーバと実装方法が異なるため、挙動が異なる場合があります。
※3 新サーバでは、常時 SSL を前提としているため http, https で異なる領域を指定することはできません。

有効な証明書が無い場合は、自己署名証明書を設定します。
※4 FTP 上にあるウェブコンテンツは、旧サーバからのダウンロードと新サーバへのアップロードを行った後、

調整していただく必要があります。
※5 お客様にて、phpMyAdmin 等の管理画面からエクスポートして移行を行っていただく必要があります。
※6 新サーバでは、カウンターCGI ・メールフォームCGI の提供はございません。お客様にて代替サービスを

ご用意ください。


